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お子さんが痛み訴えた時どうしてますか？

・とりあえず、安静にして様子みる

・筋力が足りないからトレーニングをする

・柔軟性がないからストレッチする

・ネットで調べて試してみる

効果がない・変わらない

病院に行く



病院に行きます

　　　　　　　　

とりあえず、画像の要求してませんか？

少しでも画像が診れて医者が話していることが理解できたら

お子さんの早期復帰に近づけると思います。

　　　　　　　　　　　　　　　



画像のみかた（レントゲン編）

レントゲンは、ＣＴやＭＲＩが大きく進歩した現在でも整形外科領域では

画像診断の第１選択に挙げられています。

特に、骨や関節などの形態異常（骨折や脱臼など）や質的異常（骨質）

の評価に有用。

レントゲンは影をイメージすると良いと思います。



面について

レントゲンなど画像を撮るときには医者の評価したい部位や構造が

正確に描写するように体位や肢位を設定します。

冠状断像（正面）　　　　矢状断像（側面）　　　　水平断像（上から）



レントゲン　２

レントゲンが透過しにくい金属（インプラント）や骨は白い影として映り

透過しやすい空気は黒く映ります。

　　　　

　　　　透過しやすい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　透過しにくい

※透過しにくい白く濃い影・透過しやすい空気など黒く映る

空気　　　　　　脂肪 　筋 骨　　　　　　金属



レントゲン　３

※透過しにくい白く濃い影・透過しやすい空気など黒く映る

人工膝関節全置換術　　　　　　　　　　　　便秘症（ガスが黒く映ってる）



レントゲンの読影の手順

A Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ（配列）
脱臼による転位や隣接する骨の

配列異常

Ｂ Ｂｏｎｅ（骨）
骨折による輪郭の乱れや骨密度の

異常な低下

Ｃ Ｃａｒｔｉｌａｇｅ（関節軟骨） 関節軟骨や椎間板の希薄化

Ｄ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ（病変の分布） 腫瘍の分布や腫脹の程度

Ｓ Ｓｏｆｔ　Ｔｉｓｓｕｅ（軟部組織） 外傷による軟部組織の変化

ABCD,S



外力の方向による分類

屈曲骨折 骨に直達あるいは介達的に屈曲力が加わって生じる

圧迫骨折 脊椎椎体骨折に代表される軸方向による圧迫力による骨折

剪断骨折 剪断力により生じる

捻転骨折
体重をかけたまま上体を捻った場合、または投球動作などで

強い捻転力が加わった場合などに生じる

裂離骨折 筋の瞬間的な収縮によって生じる骨折



ＣＴ画像

ＣＴでは、Ｘ線管球がガントリー内部で患者の周りを回転しながらＸ線

を照射し、対側の検出器へＸ線量をコンピューターで解析することによ

り身体内部を輪切りにした画像（断層画像）で観察することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※レントゲン画像では構造が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重なって観察が難しい部位の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価に有用です。



ＣＴ画像　２

ＣＴもレントゲンの透過

ＣＴもレントゲンと同様にＸ線を用いて身体内部を影として描出するた

めレントゲンが透過しにくい部分を白く、透過しやすい部分を黒く写し

ます。

ＣＴでは、白い部分を高吸収域、黒い部分を低吸収域と呼びます。



MRI編

ＭＲＩとＣＴの比較



ＭＲＩ　２

レントゲンやＣＴが主に骨の評価に優れていたのに対して、

ＭＲＩは筋や靭帯などの軟部組織の評価に優れています。そのため

骨折患者の（骨折以外の問題点）を把握するなど運動機能評価のた

めには最も有用な情報といえます。

・身体内には無数の水素原子核の陽子（Ｈ⁺）が不規則な向きで存在し

これをプロトンとよびます。

ＭＲＩ撮影＝体内に無数に存在しているプロトンを映している。



ＭＲＩ　３

プロトンには、脂肪組織にある（脂肪プロトン）

　　　　　　　　　脂肪以外の組織にある（水プロトン）の２種類ある。

ＭＲＩのＴ１強調画像とは脂肪プロトンが強調

　　　　Ｔ２強調画像は水プロトンが強調された画像になります。

※脂肪プロトンはＴ２強調画像でもほぼ高信号で描出されます。



ＭＲＩ　４

ＭＲＩでは白く映る部分を高信号、黒く映る部分を低信号と呼びます。

Ｔ１強調画像とＴ２強調画像の決定的な違いは水を示す信号の濃度

　　　　　　　　　　Ｔ１　脂肪　　　　　　　　T２　水



ＭＲＩの読影

身体内で自由水が増加するとＴ１強調画像で低信号、Ｔ２強調画像で

は高信号として描出されます。

炎症性病変では自由水が増加するので炎症部分はＴ２強調画像で高

信号を示します。



ＭＲＩ　身体内の各組織（物質）の信号



エコー画像

超音波（エコー）とは、人が聴くこ

とができない高い周波数の音波

です。

この高い音を臓器に当てて、跳ね

返ってきた音を電気信号に変え

て画像に表します。内側の様子を

より鮮明に知ることができるのが

特徴です。



メリット

・体の中の画像をリアルタイムに知ることができるため、「その場で」診断すること

ができます。

・超音波は妊娠中や胎児の診断に使われるほど無害。レントゲンのように放射線

を使わないので、安全性も高いのも特徴です。

・甲状腺腫瘍・乳腺・肝腫瘍・腎腫瘍・皮膚腫瘍など空気が入らない腫瘍の診断に

非常に優れています。

デメリット

・肺や胃・腸など空気が入る臓器の診断には一般的に苦手です。


